
第１回NITS 大賞（平成29年度）エントリーシート 
富山大学人間発達科学部附属特別支援学校                                                            B-3 

【活動名】 毎日 19 時退勤に向けた校務合理化の取組 
解決すべき課題 
・授業研究を核とした学校運営を目指した校務合理化 
・教員の超過勤務時間の削減 
目的や背景 
＜目的＞ 
・19 時退勤日を段階的に増やしながら、それを指標にして校務合理化を進める。 
＜背景＞ 
〇国立大学附属学校として、研究並びに教員養成を最大の使命としている。研究に関しては、大学教師と連携しながら先導的教育開発

と応用の研究を行ったり、それらを還元したりする必要がある。一方教員養成に関しては、のべ約２４０名の介護等体験の通年の指

導、同じく通年の教職大学院連携校としての教職臨床の支援などに加え、9月に集中して大学生の教育実習と事前事後の指導に当た

らなければならない。 
〇児童生徒の教育に関しても県教委と連携して十全な取り組みを行わなければならない。しかしながら教育以外において県立の特別支

援学校と同じ種類と同じ量の業務をこなさなければならないことから、その面での職員一人一人の業務分担が膨大にならざるを得な

い状況にある。 
活動内容 ※印は添付資料あり 
＜2014年＞学校改革準備年 
・毎週 1回の 19時定時退勤日の設定 
・教員疲弊の原因分析 
富山大学による学校支援プロジェクト 
自校教員による自己点検プロジェクト 
・校長の学校改革ビジョン提示 
「学校改革 3 カ年ロードマップ」（上図参照） 
・超過勤務時間調べ開始 
 
＜2015年＞学校改革1年目 
・後期より、19 時定期退勤日を週 2日設定 
・17 時までの会議終了の徹底 
・「業務一覧表」「業務引継ぎ表」の完備 
・出張・対外業務の洗い出しと削減の協力要請 
 
＜2016年＞学校改革2年目 
・通年、19 時退勤日を週 3日設定※①補足 
・校務の偏りの「業務一覧表」によるフラット化※②補足 
・「業務引継表」による業務実行までの時間の短縮化※③補足 
・学校課題研究の廃止（学校課題研究から教育研修への転換） 
 ※④補足 
・分掌部会廃止を見込んだグループウェア活用法の実証的検討 
 ※⑤補足 
・附属学校関係の対外業務の絞り込み※⑥補足 
・15：30～17：00 で 2会議実践※⑦補足 
 
＜2017年＞学校改革3年目（最終年度） 
・毎日、１９時までに退勤 
・プロセス・ロスを解消する校務組織の改編※⑧補足 
・教頭の役割の明確化、教務主任 3人体制化※⑨補足 
・「業務一覧表」「業務引継表」の本格活用に伴う分掌部会の廃止※⑩補足 
・個別の指導計画・学習連絡簿等、処理を効率的に進めるためのシステム開発※⑪補足 
・IC カード式タイムカードの導入 
・個人研究なのか、校務なのかを明確にするための「時間外施設利用願い」による申請制の開始 
活動の成果  ・校務合理化を含む学校改革を始めてから、3年目に毎日19時までの退勤が実現（下図参照）※⑫補足 

アピールポイント ・長年の様々な働きかけによる、超過勤務時間の削減に対する教員の意識向上、業務のスピードアップ ※⑬補足 

2016 年 8 月～2017 年 9 月までの超過勤務時間の推移 
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